？「成敗！」
雑魚「ｸﾞﾜｰ」
？「よし、不埒者を成敗した」

ある所に、一人の少女剣士が悪党を成敗していた

？「…今度こそはあの鬼神をおとなしくさせるべきか」

こう言って少女剣士はある者を探し始めた…

…

Yeen「よし、今日も道場で体を動かしたな！」

新たな日課の道場通いをしていたYeen
そこで、ある者と遭遇した

？「あの、すみません」
Yeen「ん？俺か？」

先ほどの少女剣士である

？「はい、そうです、一つ訪ねたい事があるのですが、いいでしょうか？」
Yeen「いいぜ、何かな？」
？「では…真っ赤な二つの耳のようなのを頭に付けてる黄色い服の、大きい槍のようなのを持ってる人を探してます」
Yeen「なんだ？呂兎の知り合いか？」
？「あっそうです、その呂兎という人に用があるのですが」
Yeen「それなら今からそいつの家に…」

こう言ってYeenが呂兎の家を案内しようとすると

呂兎「Yeen−！今日も我と勝負しろ！」

呂兎がやってきた

Yeen「あっちょうどいい所に」
呂兎「ん？」

そして、呂兎と少女剣士の目があった

？「…」
呂兎「…」

途端にピリッと張り詰めた空気になる

Yeen「えっ何？」

先に口を開いたのは呂兎の方だった

呂兎「ふんっまた我に戦いを挑みにきたのか？」
？「呂兎…今度こそお前は、私の手で倒す！」
呂兎「懲りない奴め…まあいい、適当に来い！」

戦闘態勢に入ろうとする二人

Yeen「ちょちょちょっと待って！？」

慌ててこれを静止するYeen

呂兎「なんだ、急に慌てふためきおって」
Yeen「慌てるに決まってるだろ！？何急に戦いを始めようとしてる訳！？」
？「…まずはこの方に私とお前の関係を説明しようか」
呂兎「ふんっそうだな」

そして、少女剣士はYeenの方に向き合い、自己紹介を行った

妖劉「初めまして、私は妖劉と申す者です」
妖劉「私を知ってる人からは【風雷剣妖夢】とも呼ばれますね」
Yeen「初めまして、俺はYeenって言うぜ」
妖劉「Yeenさんですね、以後よろしくお願いします」
Yeen「んで？何故急に呂兎を見るや否や即座に戦いを挑もうとしたんだ？」
妖劉「…私は、悪事を働く者を成敗する為に各地を旅しています」
妖劉「その時に呂兎とも出会ったのですが」
妖劉「…その時の呂兎は己の武を誇示しようと暴れまわっていた為」
妖劉「成敗しようとしました」
妖劉「ですが、力及ばず、負けてしまったのです」
Yeen「呂兎は強いからなあ…」
呂兎「ふんっ我の武こそが最強だからな(´ω`)」
Yeen「はいはい」
妖劉「それ以後、私は一から修行をやり直し、それから呂兎をおとなしくさせる為に幾度も呂兎に戦いを挑んでいる」
妖劉「と言った所です」
Yeen「なるほどねえ」

一通り自己紹介が終わる

妖劉「そういう訳ですので、覚悟！呂兎！」
呂兎「よし来い！」
Yeen「あーっと待ってくれ、ステイステイ…」
妖劉「まだ何かあるのです？」
Yeen「そう言ってもなあ、呂兎はもうあちこちで暴れ倒したりはしてねえぞ？」
呂兎「ふんっ我はここ最近平穏で力が有り余っているのだがな」
Yeen「ほらそうやっていつものように言うだろお？」
呂兎「もはや口癖のようなものだ」
妖劉「…それなら、良いのですが…」

こう言って妖劉は戦闘態勢を解いた

妖劉「もう暴れたりしてないんだな？呂兎」
呂兎「不本意だがそうだ、辺りに敵もいないしな」
妖劉「…それならもういいか」

そして妖劉はその場から去る事にしたのであった

妖劉「Yeenさん、先ほどは失礼しました」
Yeen「何、いいよ」
妖劉「では、私は悪人たちを成敗しに旅をしなければならないのでこれで失礼しますね」
Yeen「あいよ、じゃあな〜」

こうして妖劉はYeenと呂兎と別れた

Yeen「…なかなか凛とした子だったな」
呂兎「なんだ？あやつに現でも抜かしたか？」
Yeen「そんなんじゃねえよ」
呂兎「ふんっ…興が冷めたな、今日は帰る事にするか」
Yeen「そうか、じゃあな〜」
呂兎「またな」

かくしてYeenと呂兎もこの日は別れ、帰路につくのであった

そしてしばらくして…

妖劉「成敗！」
雑魚「ｸﾞﾜｰ」
妖劉「よし、今日も悪党を成敗したな」

悪党退治に勤しむ妖劉
しかし、この日の妖劉はどこか上の空であった

妖劉「…Yeenさんか」
妖劉「かっこいい人だったな…」
妖劉「しかし呂兎は何故あの人と一緒に？」

先日出会ったYeenの事が気になっているようだった
しかし、妖劉は上の空なせいで物陰に隠れる雑魚の存在に気づく事ができなかった

雑魚「あの女ぁ〜、よくも次々うちの仲間を〜、今日という日は容赦しねえ！」
雑魚「おっ何か知らんがぼーっとしてやがる」
雑魚「チャンスだ、ここはこの麻酔銃で…」
雑魚「そらっ！」

ﾄﾞﾝｯ

雑魚の麻酔銃の弾が妖劉に向かって一直線！

ﾌﾟｽｯ

妖劉の首元にヒット！

妖劉「いっ何だ？」
雑魚「やった、当たった！」

そして程なくして

妖劉「…くっ麻酔銃か、私と…したことが…」

ﾄﾞｻｯ
妖劉はそのまま倒れ、眠りについてしまった

妖劉「Zzz」
雑魚「よっしゃ、このまま縛って仲間のとこまで連れ帰るぞ」
雑魚「うひひひ…長年の恨み、晴らしてやっからなあ〜」

こうして妖劉は男に連れ去られたのであった…

一方その頃

Yeen「よっと！」
呂兎「ふんっ！」

この日も二人はいつものように戦闘を繰り広げていた

Yeen「やっぱあんた怪力だなあ、まともに鍔迫り合いなんかしてたら腕が持っていかれてしまうぜ」
呂兎「ふんっ貴様の腕が細腕なのが行けないのだろう？」
Yeen「あんただって細腕のはずなのにな…」

そうこうしている内に、ある男性が二人の元へやってきた

Pカイン「やれやれ、これまた激しい戦闘をしているな」

そう、先日激闘を繰り広げたPカインである
現在のPカインは野望を諦めた代わりに、辺りをパトロールし、不審な物の調査も行っている

Yeen「おっPカインか、珍しいなこんな所で会うなんて」
呂兎「ふむ、このような所に来るという事は、何かあったのか？」
Pカイン「ああ、辺りの様子を調べた所、どうやら一人の女性が男に誘拐されたらしいのでな」
Yeen「そんな事もすぐに分かるのか…やっぱ凄いなその情報収集力」
呂兎「で？その誘拐された女性というのは誰なのだ？」
Pカイン「ああ、その事なのだがね」
Pカイン「…妖劉と言う女性だったよ」
Yeen＆呂兎「！？」

二人が驚くのも無理はない話だった

Yeen「ちょっと待った、この間会ったあの子だよな？」
Pカイン「恐らくそうだろうな、どうやらしばらく上の空だった所を男に麻酔銃で撃たれ、眠らされたらしい」
呂兎「…あの青二才が」
Yeen「それで、どの辺りに連れ去られたんだ？」
Pカイン「今から調べる、少々待つといい」

ﾋﾟｰﾛﾛﾛﾛ

…

ある所のアジト

妖劉「くぅ…このような男に縄を打たれるとは…剣士の恥…」

妖劉は男のアジトに連行されていた

雑魚A「ははは、いくら剣の腕が凄くてもそうなっちゃ何もできねえだろ」
雑魚B「さーて、どのようにしてやろうかな〜」

不敵にに笑う雑魚達

妖劉「…私をどうするつもりだ」
雑魚A「そうだなあ〜、せっかくこうしてあんたを捕獲できたし、色々やりてえよなあ〜」
雑魚B「てめえには色々恨みもあるんだ、この恨み、存分に晴らさせてもらうぜ」

こういう雑魚達、それに対して妖劉は

妖劉「…」

妖劉(戦いに身を投じた以上、こうなってもおかしくはなかった)
妖劉(不運にもこうして私は縛られ、相手に手を下されるのを待つだけの状態になっている)
妖劉(だけど、それも戦いの道を行くと決めた時から覚悟していた事)
妖劉(今更じたばたするのも、情けないだけだ)

既に心の中で【覚悟】を固めていた

妖劉「…分かりました、煮るなり焼くなりしてください」
雑魚A「お？随分殊勝じゃないか、もっと情けなく命乞いとかでもするかと思ったんだが」
妖劉「そのような事をした所で何もならないのは、分かっていますから」
妖劉「…私は抵抗しません、この体、この命、ご自由になさってください」
雑魚B「なら、お言葉に甘えて好きにさせてもらうぜ〜！」

妖劉(…私の旅もここまでか)
妖劉(…呂兎、お前の言った通り、私はどこまでも未熟だったよ…)

雑魚A「よし、んじゃ、まずは、身ぐるみでも剥がしちまうかあ！」
雑魚B「賛成だー！」
妖劉「…」

妖劉は何も言わずに目を瞑った
そして、男たちが今にも妖劉に襲い掛かろうとした…次の瞬間！

ﾌﾞｵﾝｯ
ｽﾞｶﾞｱｯ!!

どこからともなく一つの方天画戟が男たち目掛けて飛んできた！

雑魚ズ「！？」
妖劉「えっ…？」
雑魚ズ「なっなんだあ！？」

そして、Yeen、そして呂兎とPカインがやってきた！

Yeen「いやあやっぱ凄い情報収集力だ」
Yeen「こんなに早く居場所が見つかるなんてな」
Pカイン「ふっこれくらい造作もない事さ」
呂兎「…ふんっ随分と弱弱しくなっているな、妖劉」
妖劉「呂兎…」
呂兎「ふんっ助けに来てやったぞ」
妖劉「…何故お前が私を助けるんだ、お前にとっては私は敵のはずなのに…」
呂兎「ふんっ仮にも我を成敗しようとしている貴様が、このような雑魚共にいいようにされている事に虫唾が走るだけだ」
呂兎「それ以外に理由がいるか？」
妖劉「…そうか」
雑魚ズ「なっなにがどうなってるんだあ！？」
Yeen「さてと…お仕置きの時間だな」
Pカイン「おとなしくしてもらおうか」
呂兎「ゴミ共め、覚悟はいいな？」
雑魚ズ「ｷﾞｬｰ」

雑魚達は退治され、妖劉は救出された

妖劉「皆さん、ありがとうございます、こうして助けて頂いて」
Yeen「何、妖劉さんがこうやって危険な目にあってるのをほっとくのはできなかったからな」
呂兎「ふんっ相変わらずお人よしだな」
Yeen「はは、どこぞの誰かさんの甘さが移ったのかもしれないな」
Pカイン「ﾋﾟｰﾛﾛﾛﾛﾛﾛ」
Yeen「？何してるんだ？」
Pカイン「Yeen、この子の実力、相当なものがあるぞ」
Pカイン「それこそ呂兎に引けを取らないほどだ…」
Yeen「えっそんなに強いの？」
Pカイン「ああ、伊達に悪党どもを成敗し続けてはいないな」
妖劉「あはは…まあ、今回は逆に捕まっちゃいましたけどね」
呂兎「幾度となく我に挑み続けているからな」
呂兎「相応に愉しませてはもらっているぞ」
Yeen「…やべっそう聞くと体がうずうずしてきやがった」
呂兎「ほう、珍しいな、貴様がそのようになるとは」
Yeen「ああ、純粋にどれほどの実力なのか、この手で、この目で確かめたくなった」
妖劉「…なら1戦交えてみますか？」
Yeen「…よし！頼めるか？妖劉」
妖劉「了解しました！私の風雷の剣技、とくと味合わせてあげますよ！」
Yeen「よしきた！」

そしてYeenと妖劉の両者は広めの場所に移った

呂兎「ならば我らは見物と行くとしよう」
Pカイン「そうだな、この戦い、私としても研究のし甲斐がある」

Yeen「さて、こっちの準備はいいぞ」
妖劉「こちらも準備万端です」
Yeen「よし…行くぞ！」
妖劉「かかって来てください！」

戦闘開始！

妖劉「先手はもらいます！雷神剣！」

ﾌｫﾝｯ!
妖劉は神速の雷神剣を繰り出した！

Yeen「うおっと危ねえ！」

間一髪これをかわすYeen

妖劉「見事、この一撃をかわすとは」
Yeen「それはどうもっと、次はこっちから行くぜ！！」

ｷﾙｯ!!
Yeenはこれまた素早く斬りかかる！
しかし、妖劉は既に当身の構えに入っていた！

妖劉「…見えた！」

そして一瞬の隙を見て、居合を放った！

Yeen「ぐっ！？」

ｽﾞｶﾞｧﾝ!!
妖劉の当身斬りが炸裂！

Yeen「ぐおお！」
妖劉「崩れた！畳みかけます！！」
妖劉「風雷神剣！！」

ｻﾞｼｯﾄﾞｶﾞｧﾝ!!
突きがヒットした瞬間に、風と雷が同時に巻き起こる！！

Yeen「ぐはぁ！」

溜まらず吹っ飛ぶYeen！
しかし即座に空中で受け身を取る！

Yeen「やるじゃねえか！」
妖劉「そちらこそ見事な身体能力ですね！」
Yeen「ならこれはどうだ！」

ﾌｫﾝｯ!
Yeenは空中から高速でナイフを妖劉に目掛けて投げる！

妖劉「ふっはあ！」

ｶｷｷｨﾝ!!
これらをすべて捌き切る妖劉
しかし、そうした時には既にYeenの姿はなかった

妖劉「見失ったかっどこだ！」

するとYeenが超高速で背後から蹴りを見舞う！

Yeen「遅すぎるんだよ！」

ﾄﾞｶﾞｧ!!
蹴りがヒットする！

妖劉「ぐはっ…！」

吹っ飛ぶ妖劉！
ｽﾞｻﾞｧｯ
しかし即座に地上で受け身を取った

妖劉「やりますね…！」
Yeen「そっちこそ、見事だぜその身のこなし！」

互いに実力を称える

Yeen「よし！まだまだ行くぞ！」
妖劉「望むところです！！」

ｶﾞｧﾝ！ｷﾞｨﾝ！ｺﾞｫﾝ!!
こうして二人の戦いは数十分にもおよび続いたのである

数十分後、Yeenと妖劉はお互いに大の字になって倒れていた

Yeen「へへっやっぱり強いなあんた…」
妖劉「…あなたも、流石でした…」

呂兎「ほうほう、なかなか見ごたえのある戦いであったぞ」
Pカイン「これはいいものを見せてもらった」

Yeen「なあ、妖劉」
妖劉「何でしょう？」
Yeen「旅をしてるって言うけどさ、良かったらまたここに遊びに来ないか？」
Yeen「いつでも歓迎するぜ」
妖劉「…ふふっ分かりました、たまにはここに寄らせてもらいますね」
Yeen「やったぜ！」

かくしてYeenと妖劉はこう約束し、また別れたのであった

後日

黒雛「この子が前言ってた妖劉ちゃんって子？」
妖劉「はい、そうですが…」
黒雛「かーわいい〜！抱かせて〜！ﾑｷﾞｭﾑｷﾞｭ」
妖劉「はっはぁ…」
呂兎「またこれか、前にも同じようなの見たぞ」
Yeen「雛は気に入った人にはどうにも抱き着きたがるからなあ()」
Yeen「まっ、こんな感じでこれからよろしくな、妖劉」
妖劉「はい、こちらこそよろしくお願いしますね」
呂兎「ふんっ…」
妖劉「…いずれはあなたに勝たないとね、呂兎」
呂兎「ふんっいつでも挑戦は受けてやる、まあ、負けてやる気は微塵もないがな」
妖劉「うふふ！そうでなくちゃね！」

こうして一行に新たな仲間が加わったのであった

Fin
